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原 著

化学療法剤の生体防禦機転に及ぼす影響に関する

研究,特 に抗結核剤について

第3篇Adleru・Reimannコ ン ゴ 赤 係 数 に 及 ぼ す 影 響

国 立 愛 知 療 養 所(所 長 久 野 馨)

名古麗大学医学部内科第一講座(主 任 日比野 進)

尾 関 一 郎

(昭和26年8月30日 受付)

第一章 緒 言

スルフア ミソ剤の登場以来}Bggse,FiRkelstere等 は

網状織内皮細胞系(網 内系 と省略す)機 能 を刺戟 して抗

体産生の促進を見 るといい,桜 根,松 村等 も同調 してい

るが,そ の後Flemingi),Whi重by2)は 化学療法剤は事

ら抗菌性に作用 し免疫機構の進展 には影響 を及ぼ さぬと

いい,Longa),G呼),Men⇔h5),長 林り,真 下7)等,い

ずれも抗体産生,及 び網内系機能 の刺職は認められ ない

といつているoぺ 轟シリソについては.K・{aswshalls)は免

疫機構の進展 には影響 を及ぼ さない といい,宮 岡 りも注

射後5-24時 聞以内では網内系機能 には無影響 であると

いつているが,高 橋 獅 は網内系機能 を刺戟 しン 血中抗

体 も一過 性に増加す るといつてい る◎網内系機能 に対す

るこれ等化学療法剤の態度は一・定 の見解に達 していない

状態である◎抗結核剤の該系への影響に関 して渉ス トレ

プトマイシソ(SMと す る)に つ いて宮川の,坂 即2),

等は網内系機能を充進 させ るといい,メ チール プ魏ミゾ

ール(MPと す る)に ついて坂 田12)は軽症結捜患者では

網内系機能 は充進,低 下,半 ばす るが,中 等症結捜患者で

は寧ろ機能低下に傾 む くといつてい るが,他 の抗結核剤

に関す る報告 は殆ん ど見 られない。私はAdユe斑 ・Rei-一

鵬 加 コソゴ赤法粉 を用い,化 学療 法剤,特 に抗結

核剤の網内系機能 に及ぼす影響 を うかがつてみた登

第二章 実験材料及び実駿方法 聖

第一節 実 験 材 料 員◎

1)被 検動 物,生 後10ケ 月以上の健康成
筆導 ◎

熟家兎(体 重2kg内 外),実 験前3週 聞の観
9◎

察飼育を行つた◎

2)コ ソゴ赤(Gmb撤)液,生 理的食塩水
斜o

にて1%溶 液と して加熱滅菌 して使用する◎
袴9

この色素液は1週 間を経 過す ると新調 した◎
9◎

標準液の1%コ ンゴ赤液 は使用時 新調 したO
ao

第=節 実 験 方 法
7◎

ユ%コ ン ゴ赤 液,毎 勾,鷺 ¢ を室 腹時 家 兎

耳殻 静脈 内に注入 し,注 射後4分 及び60分 の2回 に注射

反対側耳穀静脈内 より採血す る心採血 には注射器に予 め,

3・8%ク ヱ ン酸 ソーダ液 を ⑪.1ee入れ,2eeま て採血するe

採血後凝血を防 ぎ,直 ちに遠 心沈澱 し,血漿 と血球 とを分

離 して得た る血漿 を ドボス ク比色計にて前述 の標準液 と

難難1熱 奪樹 禦繭〔鷹
数 を求め る○網内系縫 能尤進 は コンゴ赤係数 小 さく,機

能減退は ほソゴ赤係勲大となると考え られ る沿

図は薬剤投与前の コンゴ赤係 飴を100%と し,そ の後

における コソゴ赤係数の変化 を%に て示す酵

第 三章 実 験 成 継

第一頓 対 照 笑 験(第 一図)

1)蒸 溜7f〈13e.rkを健康成熟家兎大腿筋肉内注射(筋

注と省略す る)に よ りコン ず赤係 数は時聞の経 過 ととも

に軽度 な増加の傾 向を示すが,注 射後12時 周 以内 にお

いては著 しい動揺 を示 さない叢す なわ ち蒸溜水筋注 によ

り網 内系機 能は注射後 歪2時聞以内においては著 しい影

響 を受 げない。

2)PropyユelleGlyeol:毎ky,9.5ccを 前同 様筋注

茅 一一 図
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によ りコンゴ赤係数 の僅かの変鋤 をみたか・注射後2塒

間以内では著 しい動揺を示 さない○す なわち網内系機能

は注射後24時 闘以内では著 しい影響 を受けない◎

第二項 各 種 薬 剤(第 一図)
d'

1)感 光色素製剤:ル ミソ(日 本感光色素研究所)を

用 ㌔o.025・xg筋 注 によ りコンゴ赤係数 は4例 中1例

は注射後2時 聞 を,3例 は6時 聞 を頂点 とす る減少 を認

め るが,注 射後12時 醐におい ては注射 前の コソゴ赤係

数 に近づ く。す なおち網 内系機能 は注射後2時 問,或 い

は6時 閥 を頂点 とす る尤進 をみるが,注 射 後12時 問 に

おいては注射 前に近づ も

2)オ ム・・ソ(黒 田):1・ ・筋 注に よりkソ ゴ赤係

数は2例 中1例 は注射後6時 悶 を,1例 は12

時 問を頂点 とす る減少を認 め,24時 聞 におい

ては ともに注射前の値に近 づ く◎すなわ ち注

射 後6時 欄,或 いは12時 聞を頂点 とす る網 璽鴛

内系機能 の尤進 を認め るが,.24時 閥 におい
箕 ◎

ては旧に復す る。
1◎0

3)葉 緑素製剤:グ リソポール(南方薬晶)
3◎

を用5e37η9筋 注 に よ り コ ソ ゴ赤 係 数 は2例
8e

中1例 は6時 開 を,1例 は12時 闇 を頂点 と

す る減少 を認め るが,24時 間 では注射前に近

づ く。すなわち網 内系機能は注射後6時 聞,㌣o

或 いは12時 聞を頂点とす る尤進 を認めるが,壌 矯

24時 開で注射前 に近づ もleo

4)セ プアランチ ソ:O、1瑠 筋注 によ りコ

ソ ゴ赤係数は2例 中1例 は注射後6時 間 を頂

点 とし,12時 問 に尾及ふ減 少を示 すが,他 の

1例 では注射後12時 問 に到 るもあま り変化

は認められ ない。すなわち網 内系機能は2例

中1例 では濡射後6時 瑚 を頂点 と し,そ の作%
100用は12時 鮒に も及ぶ尤進 を認め るが

,他 の

1例 では全 く無影響であ るe

第三頚 スル ファ ミン製剤(第 ジ 図)

1)ア セ トスル ファ ミソ;10%ア セ トス

50mq筋 注に よりコソゴ赤係数は次第に増大 し,2例 中

1例 は注射後6時 間を,他 の1例 は12時 間 を頂点とす

る増大 を認 め,そ の作用は24時 間 にも及ぶeす なおち

網内系機能 は準射後6時 聞・或 いは12時 聞 を風点とす

る低下 を認め,そ の作用は24時 間に も及ぶ◇

4)プ ロミン:30%プ ロ トミン(吉 富)を 用 ㌔

O・5ee静 脈内注射(静 注 と省略す る)に よ り=ン ゴ赤係

数 は次第 に増 大 し,注 射後12時 問 を頂点とし,24時 聞

に も及ぶ。すなわち網 内系機能は注射後12時 聞を頂点

と し,24時 間に 壱及 ぶ低下が認め られ る。

第四項 抗 生 物 質(第 三図)

1)ぺ こシ リソ(三 洋);毎kg,50伽 筋注により

封7二 図
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ル フ ァ ミン(日 本 薬 品),2ec筋 注 に よ りコ ジ2。

ゴ赤 係 数は 注 射 後2時 聞 を頂 点 と し,6時 間3}e

に も及 ぶ 減 少 を認 め る欝 す な わ ち網 内系 機 能 葉◎。' ・罫聡 §三?
一は 注 射 後2時 周 を 頂 点 と し

,6時 聞 に も及 ぶ9e

充 進 を認 め るec'8◎

2)ス ル フ γ ピ リヂ ソ ニ トリア ノ ン(田 辺)

を 粥 ㌔tskg,4⑪ 卿 筋 注 に よ り コン ゴ赤 係6。

数 は 次 第 に 増 大 し注射 後6時 間 を頂 点 と し,

12時 醐 に 到 る もなお 増 加 の 傾 向 が 見 られ るe

す な わ ち網 内系 機 能 は 注 射 後6時 間 を頂 点 と}Io

し,2ユ 時 閥 に到 る もな お低 下 の 傾 向 が 見 られ 獅

る"A92麟6aswo
-一→蔓過嚇愚

3)メ チ ー ル プ 欝 ミゾ ール(中 外):毎 匂 》

}2Pt樹14槌 粗

2



275

占シゴ赤係数は,4例 中1例 は注射後2時 閥 を,3例 は

6時 間を頂点 とす る減少 を認め,そ の作用は12時 間 に

も及ぶeす なわち網 内系機能 は注射後2時 聞,或 いは6

時間を頂点 とする尤進 を認め,そ の作用は12時 間 にも

及ぶ。

2)ス トレプ トマイシ ン(SM):毎kg,2rasr,10mg,

20mフ,100吻 筋 注 によ り=ソ ゴ赤 係数は注射後6時 闘

を頂点とす る減少 を認 め,そ の作用は12時 間及びそれ

以上に及ぶ◎私の用いたSM,毎kg2-100瑠 投与聞

では注射量 による コソゴ赤係数減少度 に著明な差違は認

・められないeす なお ち網内系機能は注射後6時 閥 を頂点

とし,12時 間及びそれ以上に及ぶ充進 を

認める。かつ私の用 いたSM,毎ke,2

一一100mg投 与聞 においては投与量 に よ

る網内系機能尤進度に著 しい差違 は認 め

られない◎

3)オ ー リヲマイシン:毎kg,50mg

筋注はよ りコンゴ赤係数 は2例 申1働 は

注射後6時 問を,他 の1例 では12時 問

を頂点とす る軽度の増大を認め るが,注

射後24時 聞ではほぼ注射前の値に近 づ

く。すなわ ち網内系機能 は 注 射 後6時

間,或 いは12時 間 を頂点 とす る軽度 な

低下を認め,そ の作用は24時 間 にも及

ぶo

第五項 抗 結 核 剤(第 四図)-

1)パ ラア ミノサルチル酸(PAS):sc

ッパス(田 辺)を 用 ㌔ 毎kg,O.02g

筋注によ りコンゴ赤係数は2例 中1例 は

注射後2時 問 を頂点 と し,24時 聞 に も及

ぶ減少を認めるが,他 の ユ例では12時

問目に軽度な減少を認めたにす ぎない◎

毎kg,O.2g筋 注では コンゴ赤係数は注

射後2時 間,或 いは6時 間 を頂点 とす る

減少を認め,そ の作用は12時 聞,及 び

それ以上 も持続す る◎毎kg,19筋 注 で

はコンゴ赤係数は2例 中1例 は6時 問を

頂点とす る減少を認め,そ の作用は12

時聞以上に及ぶ ◎他の1例 では注射後24

窪2・9
,

肇儀¢

懸○¢

gc

8e

マ◎

60

鷲 ◎

りユ¢

著 しい影響 を受けない鋤

2)TBI-698:Teben(武 田)を 用 うo毎kPt,Q.4惣 ダ.

筋注に よりコソゴ赤係数は2例 申1例 は注射後2時 聞を

他 の1例 は12時 聞 を頂点 とす る減少を認 め,そ の作用

は24時 問に も及ぶ◎ 毎kg,2mg,4mp,筋 注 で嬬6--

12時 聞 を最大とす る=ン ゴ赤係数の減少を認 め,24時

問 にて旧に復すes毎 侮,9my筋 注では コンゴ赤 係数は

2例 中1例 は注射後2時 聞を,他 の1例 では6時 關 を頂
る

点とす る増加 を認め,そ の作用は ユ2時 闘及びそれ以上

に及ぶ○す なわち網内系機能は毎ky,O、4m .q,2mg,4mg

筋注では一般に注射後6～12蒔 闘 を頂点とす る充進 を認 、

外 四 図
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時聞に到るも著 しい影響 を受けない◇す なわ ち網 内系機

爲琶は・毎kg,O・2.q筋 注 では2時 間,或 いは6時 問 を頂

点とす る充進を認め,そ の作用は12時 間以上に及ぶ◎

毎 釦,0.029筋 注では2例 申1例 は注射後2時 間 を頂点

とす る著明な充進 を認め,そ の作用は24時 聞に も及ぶe

。他の例では12時 問 目に軽度な尤進 を認めた に す ぎ な

い◎毎kg,19筋 注では2例 中1例 は注射後6時 間を頂

点とする軽度な尤進 を認め,そ の作用 は12時 間 にして

投与前に近づ く。他φ1例 では注射後24時 間に到 るも

ら鰍麟 牒2騰耀iユ4溝 慰

め,そ の作用は24時 聞に 屯及ぶe毎kg,9mp筋 注で

は2時 闘,或 いは6時 聞 を最 大 とす る機能低下 が見られ

その作用は12時 問及 びそれ以上に及ぶe

3)オ ル トア ミノブヱノ・・ル(OM):毎 侮,1吻 筋 注

に よりコンゴ赤係 数は2例 中1例 は注射後6時 閥 を頂点

とし,12時 間 にて旧に復す る軽度 な減少を認 め,他 の1

例では注射後6時 間を頂点 とす る増加 を認 め,そ の作購

は12時 聞以上 に及ぶ9毎kg,5胸,50瑚 筋注では ぼ

ンゴ赤係数は注射後6時 間,或 いは12時 聞を頂点 とす

一3-一 一
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ゐ 増加を認め,そ の作用 は24時 澗以上 に及ぶ◎す なわ

ち網内系機能は一般に注射後6時 劉,或 い は12蒔 問を

頂点 とする低下の傾向を認め る0

4)SMに ついては第四項,メ チ・・ル プPtミ ゾール,

プロ ミソについては第三項,セ ブアランチ ンについては

第 二項に,そ れぞれ記載 した鞭

第 四章 総括及び考案

私は化学療法剤,殊 に抗結核剤が生体防禦機転 と して

の 白血球運動機能,及 び貧喰機能に及ぼす影響 をそれぞ

れヌ第一篇粉,第 二篇粉 に報告 した○本 篇におい ては

主 として網 内系機能に及ぼす 影 響 を 健康成熟家 兎を用

い,Ad王 αXll.R¢1灘繊癒=ソ ゴ赤 法によ り観察 した。

蒸溜 水,及 びPτ 叩yl躰eGlyα)1筋 注に より健康成熟

家兎の網 内系雛能 は前報 に記載せ る如 く,仮 性エオヂ ン

嗜 好性 白通鼠球(仮 工白血球 と省 略す る)の 逮 動機能,及

び貧喰機能 と同様,注 射後12時 聞 に到 るも殆ん ど影響

を受けない鶏 オム甑 ン,感 光色素製剤,葉 緑素製剤,及

びセ プアラソチ ン筋注 によil)網内系機能は一般に注射後

6時 闘,或 いは ユ2時麗 を頂点 とす る尤進 を認め,そ の

作用は1豊 蒔鱒以土,或 いは24時 閥 にも及ぶ¢オム ・・

ソ,感 光 色素製 剤に蝿 しては石 碑 りの成績 と一致す る。

オム轟 ン,感 光 色素製 剤,及 びセ プアラ ンチンは仮 工自

血球 の運動機能,茂 ひ負喰糎能 への影糾 に比す ると,そ

の 作眉澱点 も遅 く,作 用時闘 も長 きにわた る雛 スル ファ

ミン剤に関 しては}嬬 鐙,Fi癒eM(脚,桜 根,松 村,

D韓taagk等 は網内系機能 を刺戟す るといい,F1鋤 塗gD

Whれby営)は 免疫機溝の進 展には影響 されないとい%

またL鞠g3聯G曜 の,M¢H魏 む,長 林り,及 び 爽下D等,

いずれ も網 内系機能 を澗鼓 しないといつてい る灘 アセ ト

スル フア ミンに関す る私の成績 では前述 の如 く,10%ア

セ トスル フア ミン}1葎 筋注 によ り仮工自血球 の運動機
み

能 、及び賞喰擁能 は認 むべき影響 を受けないが,Ltet・筋

注 に よ り網 内系擾能は注射後2時 間 を頂点 とす る短時周

の尤進 を認め る崇網内系縫能 に関 しては石田粉 の 成 績

と一致す るas歌 ルツアピ リヂ ン毎kg,40脚 筋注では仮

工緯瞭 球 の運動機能}及 び貧喰機能 は注射後1時 聞を頂

点 とす る短時翻 の阻害 を認めるが,網 内系機能は注射後

6時 閥 を頂点 と し12時 周に も及ぶ阻害 を認め る"メ チ

ー ルプ 獄ミゾールに関 しては,坂 田鶯♪は結核患 者 に使

用 しシ軽症者 ては網内系機能 は充進,低 下,半 ばす るが

中等症 では寧 ろ機能低 下に傾む くといつてい るが健康生

休 の網 内系機能への影響 についての報告は見 ない。 メチ

・・ル プPtミ ゾ・一一ルについての私 の威績 では毎kg,50脚

筋注 によ り仮 工白懲隙 の運動機能,及 び負喰機能は一般

に注射後3時 鵜 を頒点 とす る短時間 の阻劉 を認め るが網

内系機能 は注射後6時 聞,或 いは12時 開 を頂点 として

24時 閥 に も及ぶ低下 を認め るgeプwミ ンについては30%

プ"ト ミン,O.5ff.e瀞 注に よll仮 工白血球 の運動機能は

注射後3時 周 を頂点 とす る低下 を認 めるが・網内系機能

は注射後12時 間を頂点 として24時 間 にも及ぶ低下を認

める◎ペ ニジ リンに関 して は・aSlarshal18)は免疫機構の

進展 には無影響であ るといい,宮 岡9)も 網内系機能は5

-24時 間以内は影響 されない といつ てい るが
,高 橋le)1

は網 内系機能 を刺戟 して並且中抗体 を一過性に増加 させる,

とい う◎私 の威績 では市販 ペニシ リソ,毎kg,500u筋

注に より仮 工白血球 の逓鋤機能,及 び貧喰機能は前述の

如 く,注 射後1時 間 を頂点 とす る短時間の充進を認める

が,網 内系 機能 は注射 後2時 闘,或 いは6時 閥 を頂点

とし,そ の作用は12時 問に も及ぶ尤進を認 める¢かっ

各 々機能充進度を投 与前 に比較 して見るに,貧 喰機能た

及ぼす影響が最 も大 き く,次 に運動機能に及ぼす影響に

して,網 内系機能 に及ぼす影響 は最 も少ない◎SMに 関

しては宮川 ① は病理 解剖学的見地 よ り,SM使 用屍体

は然 らざるものに比 して,網 内系の著明 な発達を認める

といい,坂 田1りはSM,使 用結 捜患者の網 内系機能は不

変か,ま たは尤進 を示 してい るといつている。私の成績

ではSM,毎kgy2脚,10mg,20m.7,100"～9筋 注によ

り前述 の如 く仮 工白 血球 の運動機能,及 び貧喰機能は注

射後3-6時 間 を頂点 と し,12時 聞 にも及ぶ尤進を認め

るが,網 内系機能 は注射 後6時 閥を頂点 とし,12時 問以

上に も及ふ尤進 を認 める。私の用いた毎kg,2--100xig

筋注の開では投与量 により撰能尤進度 には差異は見られ

ないが,各 々機能尤進度 を投与前 に比較 して見るに寅喰

機能 に及ほす影響が最 も大 き く,運 動機能に及ぼす影響

が これ に次 ぎ,網 内系機 能に及ぼす影響が最 も少ない¢

オー リヲマイシ ンについては,毎 如,50瑠 筋注では仮工

白血球 の運動機能,及 び貧喰機能は前述 の如 く注射後1

-一一3時闘を頂点 とす る短時聞の充進 を認めるが,網 内系

機能は注射後6時 間,域 いは12時 間 を頂点とし,24時

聞 に も及ぶ低†が 認められ る。PASに 関す る私の成績

では 仮ヱ白血球 の 運動機 能,及 び 食喰機能 は前述の如

く毎ky,0.029,0.24筋 注 により注射 後3-6時 間を

頂点 とす る充進 を認めその作用は12時 周に も及び,こ

の投∴'糧に より擁能充進度 には差違 は見 られ ない。毎

k.q,lg投 与では機能尤進 は著明 でない◎網内 系 機 能は

PAS,毎kg,O,2.q筋 注によ り2時 澗,或 いは6時 間を

頂点 とす る充進を認 め,そ の作用は12時 開以上にも及

ぶΦ毎kg,O.02ρ 筋注では2例 中1例 は注射後2時 聞

を頂点 と し,24時 間に も及ぶ尤進を認 めるが,他 の例で

は注射後12時 澗 に軽度 な充進 を認 めたにす ぎない。こ

れ は恐 ら く投 与量 の小 なるため と思われ るo毎kg,19

筋注 では2例 、申1例 は注射後6時 周を頂点 とする軽度な

充進 を認めたが,他 の1例 では注射後24時 醐に到るも

無影響であるbp△Sに おけ る各機能 の充進度を投与前

に比較 して見 るに,貧 喰機能 に及ぼす影響が最 も大にし

て,運 動機能 に及ぼす影響が これ に次 ぎ,網 内系機能に

4
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汲 ぼす影響が最 も少ない。TBIに 関す る私の成績 では

前述 の如 く,仮 工白血球 の逮動機能,及 び貧喰機能は毎

ky,O.4・mg,2ma,4脚 筋 注によll注 射後3-6時 聞 を頂

点とし,12時 間以上 にも及ぶ充進 を認め る◎かつ毎 如,

O.44my投 与問 においてはと もに機能充進度に差違 は

見られ ない◎ また毎kg,1伽9筋 注 では寧ろ機能低下 の

傾向が見られたが,網 内系機能 は毎 勿,O.4nw,2mp,

4mg,筋 注 では注射後6-12時 闘を頂点 として24時 間 に

も及ぶ充進 を認め,か つ投与量に よむ充進度に差違 は認

められ ない。毎 勾,9瑠 筋注では注射後2時 閥,或 い

は6時 聞を頂点 とす る阻害 を認め るが,12時 聞で旧に復

する。恐 ら く投与量 の過大な るためと思われ る鱒かつ各

各機能の充進 度を投与前 に比較 して見るに,践 喰機能 に
く

及ほす影響が最 も大 に して,蓮 動機能 に及ぼす影響が こ

れに次 ぎ,網 内系機能 に及ぼす 影響が最 も少 ないcOM

については前述の如 く仮工白』血球 の運動機能,及 び貧喰

機能 は,毎 如,1my,5"y,50鍛 あ 筋注 に より注射 後

3--6時 闘 を頂点 とす る充進を認 めるが,網 内系機能 は一一

般 に注射 後6時 間或いは1.2時 闘 を頂点 とす る低下を認

める。

第五章 結 論

私は動物実験に より健康成熟家兎を用い,各 種化学療

法剤,特 に抗結核剤の生体防禦機転 に及ぼす影響の うち,

主として網内系機能 に及ぼす影響 を,A・IleStXX・Reh瞭魏

"ン ゴ赤法にょ り観察 した肇

1)蒸 溜水,及 びPx〈 ・pyleneGlycell認 反ヱ白血球 の

運動機能,貧 喰機能,及 び網 内系機能に認むべき影響 を

及ぼさない◎感光色素製剤,オ ムニ ソ,葉 緑素製剤,ア

セ トスルフア ミン,及 びペ ニシ リソは注射後2時 聞,或

いは6時 間を頂点 とす る網内系機能 の充進を認 めるが,

スルフアピリヂン,及 びオー リヲマイ シンは注射後6時

問,或 いは12時 聞を頂点 とす る網内系機能 の低下を認

める。また仮工白血球 の運動機能,及 び貧喰機能は,第

一篇及び第二篇 に記載せ る如 く感光色素 製剤
,オ ム 鵜

ン,ペ ニシ リン及び オー リヲマイシ ンに より短時斑の充

進を認めるが,ス ル フア ピリヂ ンは寧 ろ一過性 の機能低

下を認める◎アセ ト歌ル フアミンでは無影響 である◎

2)所 謂抗結核剤,す なわちSM,PAS,丁 君1,0M,

セプアランチy,メ チール プwミ ゾール,及 び プPtミ ソ

について見るに,SM,1慧S,TBI,及 びセ ツアランチン

は健康家兎の網 内系機能を著 明に充進 される¢かつその

作用は一般に注射後6時 問,或 いは12時 間 を頂点 とし,

24時間にも及ぶ。かつ網内系機能 充進 度はSM>PAS>

TBI>セ ファランチンの順 である◎投与量に よる網内系

機能充進度 は,SM,毎 絢,2一 ユ00rwt?,TI∬,毎 麹 肇O.4

-4脚 の問 では著明な差違 は認め られないが
,PAS,毎

吻,ly,TBI,毎 陶,9mgの 大量投与 では寧ろ機能低

下 の傾向を認 める#OMメ チ・・・…ルPtプaゾ ール,及 び プ

ロミンは網内系機能 を阻欝せ しめるゆその作用 は注射後

6時 周,或 いは12時 聞を最大 とす るas特 にOMに おいて

著 しい◎仮工自血球 の運動機能,及 び食喰機能 は前述 の

如 く,運動縫 能につ いてはSM>〕PA8≧TBI>OM≧ セ

ブアラ ンチンの順 に充遮 を認 め,貧 喰機能 についてはP

AS≧ 卜M>TBI>OM毫 セ ブアラ ンチンの順 で充進

を認 め,メ チール プ魏 ミゾール,及 び プ群 ミソは一般に

運動縫能,及 び貧喰機能の低下 を認め る箒 これ等薬 剤の

仮工白血球 の逮動機能,貧 喰機能,及 び網内系機能 に及

ぼす影響 を一括 して各 々機能充進度 を投与前に比較 して

見るに,貧 喰機能 に及ぼす影響が最 も大 き く,運 動機 能

に及ぼす影響 が これ につ ぎ,網 内系糎能 に及ぼす影響が

最 も少ない◎かつ作用持続時聞は網内系機能に及ぼす影

響が最 も長 く,運 動機能,及 び叢喰機能 に及ぼす影響が

これ につ 侮 β

以上の如 く一般 に抗結核剤 は結核菌に対す る抗菌作用

の外 に生体防禦反応 と しての網 内系機能 に著 しい影響 を

及ぼす。
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